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身近な存伎である‘民生蚕n兇車委nの役刻について ご鮒介します.

|毘措陥ょの醐 |目
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4 社会福祉穆業者と密後に連備し、その事業文'"活動を支鍋すること

5 循祉車務所その他の関係行政機調の業務に協力すること

6 その他、住民の福祉の増進を図るための活動を行うこと
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研修会への・加

その他世帯の肪問
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一織来たすけあい，金への
働力
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図|困回国電量ら圃園園 2情報l
身近な存伎である‘民生蚕n兇車委nの役刻について ご鮒介します.

|毘措陥ょの醐 |目
1 住民の生活状態を必要に応じ適切に把鍾しておくこと

2 生活に閲する網践に応じ、助冨その他の媛助を行うこと

3 循祉サービスを適切に利用するために必要な情級の纏供、その他の優助を行うこと

4 社会福祉穆業者と密後に連備し、その事業文'"活動を支鍋すること

5 循祉車務所その他の関係行政機調の業務に協力すること

6 その他、住民の福祉の増進を図るための活動を行うこと

社会奉仕の精神をもって常に住民の立場
に立って相談に応じる. (民生径"法第 1 創
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